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安満遺跡の弥生土器小型壺

　安満遺跡は1928（昭和3）年に
京都大学の農場設置に伴う工事中
に土器や石器が出土したことから
存在が明らかになりました。これ
までの調査で見つかった弥生時代
の環濠、水田、方形周溝墓は、居
住域、生産域、墓域という集落を
構成する3つの要素に対応するこ
とから、弥生時代を代表する遺跡
とされています。
　遺跡からみつかる土器の形や文
様の違いは、遺跡の時期を知るた
めの重要な手がかりになります。
しかし、安満遺跡の発見当初は弥
生土器研究が発展途上であったた
め、みつかった土器が弥生時代の
中でいつ頃のものかを判断するこ

とができませんでした。
　1932（昭和7）年に考古学者の
小林行雄氏は、安満遺跡のヘラで
描いた直線や曲線などシンプルな
文様で飾った土器が、北部九州の
弥生時代前期の土器によく似てい
ることを発見しました。一足先に
歩み始めた北部九州の弥生土器研
究との比較から、安満遺跡の土器
が弥生時代前期のものだと分かっ
たことで、近畿地方の弥生時代前
期の様相が明らかになる端緒とな
りました。
　さらに当時は、稲作が弥生時代
の始まりを特徴づける要素と考え
られ、大陸から北部九州に伝わっ
た稲作が日本列島で普及する過程

に関心が寄せられていました。前
期の土器が見つかったことにより
安満遺跡でも稲作を行っていた可
能性が高くなるとともに、この時
期には近畿地方まで稲作を行う文
化が伝わっていたことが分かった
のです。そのため、安満遺跡の土
器はどのように稲作が普及してい
ったかを明らかにする手がかりと
なったのです。
 （埋蔵文化財調査センター）

第2回：ドライブ編
生活習慣を見直してアクションを始めることが、省エネ達人への

第一歩。まずはあなたのエコレベルを確認しましょう。
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さわやかな行楽シーズンのこの季節、大型連休や長期休暇のため、自動車での移動を予定されている人も多いの

では。実は、良好な運転マナーに関することの多くは省エネ行動に通じています。必要なのは特別な知識や技術よ

りも、少しの思いやりと心掛け。マナー違反をしない優良ドライバーは、見習うべき省エネ達人でもあるのです。

まずは、小さいアクションから。

あなたをきっかけに、ムーブメ

ントが巻き起こるかも

あてもなく

ドライブするのが好き

道に迷ったり、渋滞に巻き込まれたり

するのもドライブの醍醐味である

家族で外出する際の

交通手段は車一択だ

短時間の駐停車で

あればアイドリング

する方がエコだと思う

次に車を買い替えるなら

電気自動車もありだ

早く目的地に着けるよう、

急発進・急加速を心掛けている

運ぶ必要のない荷物がトランク

に積みっぱなしになっている

近所への買い物や用事などでも

ついつい車を使ってしまう

まずはワンアクションから。

地球の未来を救うのは、あなた

かもしれません

あなたこそ、真の「省エネ達人」

です。今後は周りの人も巻き込ん

で、エコの輪を広げましょう
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